
多
様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
課
題
へ
の
適

切
な
対
応
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、

行
財
政
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

に
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、
第
一
・
第
二
次
行
政

改
革
大
綱
な
ど
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
。
組

織
機
構
の
見
直
し
や
計
画
的
な
職
員
数
の
削

減
、
民
間
活
力
の
活
用
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
の
改
革
を
行
い
、
一
定
の
成

果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
普
通
交
付
税
の
一
本
算
定
に
向
け

た
縮
減
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
税

収
減
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
る

人
口
構
造
の
変
化
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
地
域
福
祉
な
ど
に

も
大
き
く
影
響
す
る
で
し
ょ
う
。

　
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
は
、
こ
れ
か
ら
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
、
市
民
と
行
政

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視
点
か
ら
見

直
し
「
時
代
に
即
応
し
た
連
携
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
と
、「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

の
確
立
」
を
目
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

■
実
施
期
間

  

平
成
27
年
度
～
31
年
度

■
総
合
計
画
と
は

　

菊
池
市
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
定
め

て
、
行
政
が
行
う
全
て
の
仕
事
の
骨
格
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
と
て
も
大
切
な
計
画

で
す
。
本
市
が
進
む
べ
き
道
筋
を
示
し
た
、

各
種
計
画
の
最
上
位
計
画
に
な
り
ま
す
。

　
第
２
次
菊
池
市
総
合
計
画
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
７
年
間
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
理
念

や
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
つ
く
り
ま
し

た
。

■
策
定
の
趣
旨

　
刻
々
と
変
化
す
る
社
会
情
勢
や
社
会
構
造

の
中
、
本
市
は
地
域
社
会
の
再
構
築
に
向
け

て
、
健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
美
し
い

田
園
文
化
の
ま
ち
を
守
り
続
け
て
き
ま
し

た
。

　
合
併
10
周
年
の
節
目
に
当
た
り
、
本
計
画

を
策
定
。
今
後
７
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
理
念

と
将
来
像
を
示
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

総
合
的
な
行
政
運
営
の
基
本
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。

■
主
な
取
り
組
み
内
容

①
変
化
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

　
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に
対
応

し
、市
民
視
点
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

②
市
民
と
行
政
の
相
互
理
解

　
積
極
的
な
行
政
情
報
の
提
供
を
行
い
、
問

題
意
識
や
行
政
改
革
の
状
況
な
ど
、
共
有
化

を
図
り
ま
す
。

③
コ
ス
ト
意
識
の
徹
底

　

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
保
の
た
め
、

職
員
の
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
な
が
ら
改
革
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
実
施
項
目

　

各
項
目
ご
と
に
実
施
計
画
書
を
策
定
し
、

推
進
し
ま
す
。

① 

各
種
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

導
入

② 

「
税
等
コ
ン
ビ
ニ
払
込
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど

の
検
討

③
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
利
活
用
の
推
進

⑤
窓
口
業
務
改
善
の
推
進

⑥
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
民
営
化
の
検
討

⑦
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
活
用

⑧
広
域
行
政
へ
の
対
応

⑨ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
団
体
と
の
協
働
、
情

報
共
有

⑩
地
域
福
祉
の
推
進

⑪
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
徹
底

⑫
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
情
報
公
開
の
推
進

⑬
個
人
情
報
保
護
の
徹
底

⑭ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
と
推

進
⑮
上
下
水
道
料
金
な
ど
の
見
直
し

⑯
施
設
使
用
料
の
見
直
し

⑰ 

事
業
評
価
、
施
策
評
価
に
よ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
強
化

⑱ 

新
市
建
設
計
画
普
通
建
設
事
業
の
適
正
な

執
行

⑲
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の
見
直
し

⑳
各
種
団
体
へ
の
負
担
金
の
見
直
し

�
委
託
業
務
見
直
し

�
定
員
管
理
計
画
の
推
進
と
組
織
力
の
強
化

�
職
員
提
案
制
度
の
推
進

�
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人
材
の
育
成

�
第
３
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

�
土
地
開
発
公
社
の
解
散

■
実
行
・
管
理

　

行
政
改
革
推
進
本
部
（
本
部
長
：
市
長
）

を
中
心
と
し
た
管
理
体
制
の
下
、
実
行
責
任

者
（
担
当
課
長
）
の
監
督
・
指
示
に
よ
り
推

進
し
ま
す
。

※ 

大
綱
・
実
施
計
画
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

進
捗
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。

引
き
続
き
行
政
改
革
を
進
め
ま
す

第
三
次
菊
池
市
行
政
改
革
大
綱

第
２
次
菊
池
市
総
合
計
画

「
癒
し
の
里
」き
く
ち
の
実
現
に
向
け
て

問
企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

問
企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

※成果指標の達成状況は、毎年度ホームページで公表します。
※総合計画はホームページに掲載していますのでご覧ください。

総合計画の目標
まちづくりの理念

菊池市の豊かな自然環境や歴史を活
い

かし、人のやさしさでつくりあげる健康で活力のあるまちづくり

自然の恵みを守り、自然を活
い

かして穏やかな発展を続けていく

将来像の実現に向けて６つの政策を定めました。

豊富な資源を活用する
元気な産業づくり

儲かる農業と
癒しの観光のまち

活力ある商工業が
生まれるまち

持続可能な
循環型社会のまち パートナーシップのまち

人を育む文教豊かなまち

安全で安心に
暮らせるまち

行財政改革による
健全なまち

魅力ある地域を育むまち

住みやすさ日本一のまち

支えあう安心社会のまち

自然の恵みを守る
安全なまちづくり

快適で便利に暮らせる
基盤づくり

開かれた市政と
行財政の効率化

学び合いと地域が育む
人づくり

みんなで支えあう
生涯にわたる安心づくり

豊かな水と緑、光あふれる田園文化のまち

安心・安全の「癒しの里」きくち将来像

※各政策に基づいて、前期３年で目指す姿を定めました。
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